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鶏の絵馬と絵馬の奉納　1Ｐ　　千住掃部宿の「旧書留」から③　2Ｐ

伝統と保存の技術Ⅰ　渡邉宗雲　4Ｐ

鶏の絵馬　　『吉田政造筆　東京の絵馬』（当館蔵）
親子で描かれているものは、夜泣き止めから「子の成長」を祈るとされる
こともある。

■
絵
馬
の
季
節　

一
月
か
ら
二
月
に

か
け
て
は
、
新
年

そ
し
て
稲
荷
神
の

祭
り
の
あ
る
初

午
・
二
の
午
が
あ

り
、
一
年
で
最
も

絵
馬
の
奉
納
が
多

い
季
節
で
は
な
い

か
と
思
う
。
稲
荷
社
が
多
く
、
そ
の
祭
礼

に
大
き
く
賑
わ
っ
た
江
戸
の
町
で
は
、
こ

の
時
期
に
合
わ
せ
て
絵
馬
売
り
の
行
商
が

出
て
い
た
。

　

現
代
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
受
験

合
格
祈
願
に
絵
馬
を
奉
納
す
る
学
生
も
多

い
。
絵
馬
の
奉
納
と
い
っ
て
も
、
千
円
た

ら
ず
で
気
軽
に
奉
納
で
き
る
小
絵
馬
の
こ

と
で
あ
る
。
今
年
は
酉
年
の
た
め
、
干
支

絵
馬
と
し
て
、
鶏
の
図
柄
の
絵
馬
を
目
に

さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
う
。

■
鶏
の
絵
馬
の
意
味　
鶏
は
干
支
で
あ
る

他
、
火
の
神
、
竃
の
神
で
あ
る
三
宝
荒
神

（
荒
神
）
に
関
連
の
あ
る
生
き
物
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
『
千
住
の
吉
田
政
造
筆　

東
京
の
絵
馬
』

（
昭
和
三
七
年
）
は
、千
住
の
絵
馬
屋
（
千

住
四
―

一
五
―

八
）
吉
田
氏
の
肉
筆
で
絵
馬

の
木
枠
で
は
な
く
、
和
紙
に
描
い
た
も
の

を
そ
れ
を
綴
っ
て
本
に
ま
と
め
た
限
定

三
十
五
部
の
和
本
で
あ
る
。
江
戸
風
俗
を

研
究
し
た
宮
尾
し
げ
を
氏
の
企
画
に
よ
る

も
の
で
、
宮
尾
氏
作
の
木
版
で
刷
ら
れ
た

解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
鶏
は
、「
十
、十
一
月
両
晦
日
の
荒
神

祭
に
用
い
ら
れ
る
、
神
無
月
に
荒
神
が
出

雲
へ
の
行
き
帰
り
の
乗
り
も
の
と
し
て
用

い
る
か
ら
で
あ
る
。
家
に
よ
っ
て
は
馬
の

絵
を
使
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
台
所
は
火
を

使
う
の
で
敏
か
ん
な
庭
鳥
の
赤
い
ト
サ
カ

の
赤
か
ら
火
を
連
想
し
て
火
の
用
心
と
い

う
い
み
に
も
考
え
ら
れ
あ
げ
ら
れ
る
」
と

あ
る
。

　
『
守
貞
謾
稿　

巻
六
』（
天
保
八
（
一
八

三
七
）
年
～
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
こ

ろ
）
に
よ
る
と
、
三
都
（
江
戸
・
京
都
・

大
坂
）
と
も
、
毎
月
晦
日
に
は
荒
神
松
売

り
と
い
っ
て
、
荒
神
に
供
え
る
松
を
売
る

行
商
が
来
る
が
、
江
戸
の
特
徴
と
し
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
江
戸
は
戸
の

大
小
を
択
ば
ず
各
尺
余
の
小
枝
一
枝
を
供

す
、
又
榊
を
副
ず
。
松
枝
価
四
文
。
又
江

戸
に
て
は
鶏
を
画
る
絵
馬
を
兼
売
る
。
是

亦
荒
神
に
供
す
る
の
料
也
。
鶏
の
絵
馬
を

荒
神
に
供
す
る
。
油
虫
を
除
く
の
呪
と
江

俗
云
伝
へ
行
之
」
と
あ
り
、
荒
神
に
鶏
の

絵
馬
を
供
え
る
の
は
、
江
戸
・
東
京
の
習

俗
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ

の
効
力
と
し
て
は
油
虫
（
ゴ
キ
ブ
リ
）
除

け
と
さ
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
周
縁
地
域
の
足
立
・
江

戸
川
・
葛
飾
区
な
ど
で
は
荒
神
祭
と
鶏
の

絵
馬
に
つ
い
て
は
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き

ず
、
基
本
的
に
は
江
戸
・
東
京
の
都
市
部

で
盛
ん
で
あ
っ
た
儀
礼
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
荒
神
を
祀
る
家
も
少
な

絵馬売り
「初午に極彩色の武者、狐に宝珠の玉、馬等を
描いたもの担いで売る。」とある。絵馬屋自体
は、市中至る所に当時堂々たる店舗を持って
営業していたとあり、常設の店舗とは別に、
初午には特別の絵馬売りの行商が出たことが
わかる。
『江戸東京風俗野史』伊藤晴雨　当館蔵

絵
馬
の
奉
納
と
鶏
の
絵
馬

荻
原
　
ち
と
せ
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千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
③

土
地
台
帳
と
町
の
発
展

�

多
田
　
文
夫
　

く
な
り
、
絵
馬
を
入
手
す
る
手
立
て
も
な

く
な
り
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
に
は
鶏
は
夜
に
鳴
か
な
い

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
夜
泣
き
を
収
め
る

祈
願
の
た
め
に
奉
納
す
る
も
の
と
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
祈
願
を
画
で
表
す
絵
馬

に
つ
い
て
も
、「
向
か
い
目
」
の
絵
馬
を

奉
納
し
、
眼
病
治
癒
を
祈
る
薬
師
如
来
の

よ
う
に
、
特
別
な
祈
願
を
受
け
る
社
寺
以

外
で
は
伝
承
さ
れ
に
く
く
、
鶏
の
絵
馬
の

意
味
は
薄
れ
、
干
支
絵
馬
と
し
て
の
み
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
想

像
で
き
る
。　

■
江
戸
の
絵
馬
売
り　
伊
藤
晴
雨
の
『
江

戸
東
京
風
俗
野
史
』
に
よ
る
と
初
午
の
絵

馬
売
り
と
は
異
な
り
、
江
戸
市
中
の
神
社

仏
閣
の
開
帳
祭
礼
の
際
に
、
行
商
に
出
る

者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
神
仏
混
交
、

江
戸
中
の
信
仰
を
一
人
で
か
つ
い
で
ま
わ

る
奴
な
り
」（
写
真
参
照
）
と
あ
る
よ
う

に
、
特
定
の
も
の
に
限
ら
ず
、
行
き
先
に

合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
絵
馬
を
用
意
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
行
商
は
、
絵
馬
を
つ
く

る
職
人
や
店
舗
と
は
違
い
奉
納
の
現
場
で

人
々
の
需
要
に
応
え
る
便
利
な
存
在
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
絵
馬
の
充
分
な

供
給
や
販
売
方
法
が
、
図
柄
の
意
味
や
奉

納
先
な
ど
を
自
然
に
人
々
に
認
識
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

■
現
代
の
小
絵
馬　
手
描
き
の
絵
馬
を
つ

く
る
職
人
が
い
な
く
な
り
、
年
中
行
事
や

祭
礼
の
際
の
絵
馬
奉
納
の
習
俗
も
消
え
つ

つ
あ
る
な
か
で
社
寺
で
の
小
絵
馬
の
奉
納

は
盛
ん
で
あ
る
。
社
寺
の
授
与
所
で
小
絵

馬
を
求
め
、
そ
の
場
で
祈
願
や
日
付
な
ど

を
書
き
入
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
寺
で
は

小
絵
馬
の
奉
納
場
所
も
作
ら
れ
て
い
る
。

　

小
絵
馬
の
形
も
、
い
わ
ゆ
る
絵
馬
型
で

は
な
く
円
や
ハ
ー
ト
型
、
絵
柄
も

ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
現
代

的
な
も
の
も
あ
る
。
近
年
は
、
個

人
情
報
保
護
の
視
点
か
ら
記
入

面
に
貼
っ
て
隠
す
こ
と
の
で
き
る

シ
ー
ル
を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

絵
馬
を
神
仏
に
奉
納
し
て
祈
る

と
い
う
根
本
的
な
習
俗
は
変
わ
ら

な
い
が
、
生
活
の
変
化
に
合
わ
せ

て
願
い
の
内
容
も
絵
馬
の
奉
納
の

方
法
も
変
化
し
て
い
る
。
小
絵
馬

の
あ
り
方
を
見
る
と
、
さ
さ
や
か

な
信
仰
に
関
わ
る
文
化
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

絵馬売り
　左上は、盃に心とサイコロに錠前で、博打と
酒断ちを祈るもの。

　

千
住
掃
部
宿
の
町
役
人
だ
っ
た
石
出
家

文
書
の
「
旧
書
留
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記

述
が
あ
る
が
、
町
役
人
の
備
忘
録
と
し
て

の
性
格
を
強
く
見
せ
て
く
る
の
が
、
検
地

や
町
役
人
の
変
遷
に
つ
い
て
の
記
述
部
分

で
あ
る
。
千
住
掃
部
宿
は
掃
部
新
田
と
い

う
農
村
か
ら
、
宿
場
の
一
部
へ
と
変
化
し

つ
つ
経
済
的
に
発
展
し
、
新
た
に
千
住
橋

戸
町
や
千
住
河
原
町
が
成
立
し
て
い
く
た

め
、
比
較
的
複
雑
な
変
遷
を
見
せ
る
。

■
釈
文

　
【
①
検
地
年
代
】

　
（
３
丁
表
つ
づ
き
）

本
田
元
禄
八
亥
年
　
　
大
関
大
助
様

　
　
同
十
丑
十
二
月
御
水
帳
渡
、

新
田
享
保
十
八
丑
年
　
筧
播
磨
守
様

　
　
屋
鋪
壱
畝
十
八
歩
、
橋
戸
勘
七
分

同
、
明
和
七
寅
年
　
　
伊
奈
半
左
衛
門
様

　
　
下
々
田
弐
町
壱
反
九
歩
　
伊
豆
殿
野

同
、
寛
政
七
卯
年
　
　
久
世
丹
後
守
様

　
　
屋
敷
八
畝
十
五
歩
、
橋
戸
分
林
萱
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
敷
ニ
成
、

　
（
３
丁
裏
）

同
、
寛
政

　【
②
橋
戸
町
記
事
】

橋
戸
発
り

寛
永
十
七
辰
よ
り
　
　
四
拾
壱
年
掃
部
宿

延
宝
八
申
五
月
迄
　
　
名
主
持

延
宝
八
申
六
月
よ
り
　
六
年
橋
戸
長
左
衛

貞
享
二
丑
迄
　
　
　
　
門
江
下
役
申
付
候

貞
享
三
寅
よ
り
　
　
　
三
拾
弐
年
掃
部
宿

享
保
二
酉
十
二
月
迄
　
名
主
持

享
保
二
酉
十
二
月
廿
七
日
よ
り
川
原
伝
右

衛
門
江
下
役
申
付
候
、

　
（
４
丁
表
）

　【
③
河
原
町
記
事
】

川
原
発
り

承
応
三
年
よ
り
　
　
廿
八
年
掃
部
宿

延
宝
八
申
五
月
迄
　
名
主
持

延
宝
八
申
六
月
よ
り
　
六
年
橋
戸
長
左
衛

門
江

貞
享
二
丑
迄
　
　
　
下
役
申
付
候
、

貞
享
三
寅
よ
り
　
　
三
拾
弐
年
掃
部
宿

享
保
二
酉
十
二
月
迄
　
　
名
主
持
、

享
保
二
酉
十
二
月
廿
七
日
よ
り 

川
原
伝

左
衛
門
江
下
役
申
付
候
、

宝
永
二
酉
年
よ
り
当
町
之
も
の
川
原
江
葭

簀
張
ニ
而
前
栽
宿
致
候
、
右
株
分
遣
候
儀

無
之

　
（
４
丁
裏
）
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阮（
マ
マ
）、
宝
暦
五
亥
迄
前
栽
宿
有
之
、
追
々
川

原
江
引
越
、
其
砌
ハ
川
原
ニ
者
家
拾
六
軒

有
之
候
、

　【
④
荒
川
見
廻
役
】

延
宝
五
巳
よ
り
天
和
元
酉
迄
年
寄
次
郎
左

衛
門
、
荒
川
見
廻
役
相
勤
役
相
勤
候
、

　【
⑤
問
屋
代
役
】

千
住
町
組
御
検
地
願
候
ニ
付
、
名
主
弥
五

右
衛
門
、
問
屋
年
番
ニ
付
、
八
ヶ
町
江
相

談
之
上
、
元
禄
六
酉
年
、
当
町
久
右
衛
門

江
問
屋
代
役
相
願
同
人
役
、
宝
永
五
子
年

ま
て
拾
六
年
相
勤
候
、

　
（
５
丁
表
）

　【
⑥
掃
部
宿
新
家
】

掃
部
宿
新
家
、
享
保
十
八
丑
年
、
坂
尾
源

左
衛
門
様
江
願
、
家
建
、

　
　
年
寄
善
兵
衛
、
同
次
郎
左
衛
門
ハ

　
　
往
古
よ
り
住
居
ニ
候
、

■
解
題
６　
検
地
・
町
役
人
記
事　

　
【
①
検
地
年
代
】　

検
地
は
年
貢
賦
課

の
基
礎
だ
が
、
千
住
を
含
め
た
足
立
や

周
辺
の
大
部
分
の
地
域
で
は
元
禄
八

（
一
六
九
五
）
年
に
施
行
さ
れ
た
武
蔵
国

幕
領
総
検
地
で
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
（
元

禄
一
〇
年
に
交
付
）
が
明
治
ま
で
用
い
ら

れ
た
。
検
地
年
代
も
元
禄
八
年
か
ら
記
述

さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
元
和
、
寛
永
な
ど
江

戸
初
期
の
検
地
等
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
年
代
と
検
地
奉
行
を
次
に
掲
げ
る
。

千
住
掃
部
宿
の
全
体
検
地

　

元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年　

大
関
増
恒

新
田
検
地
＝
追
加
開
発
地
の
検
地

　

享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年　

筧
正
鋪

　

明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年　

伊
奈
忠
敬

　

寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年　

久
世
広
民

元
禄
検
地
の
奉
行
は
黒
羽
藩
主
大
関
増
恒

（
お
お
ぜ
き
・
ま
す
つ
ね
）、
享
保
検
地
は

勘
定
奉
行
の
筧
正
鋪
（
か
け
い
・
ま
さ
は

る
）、
明
和
検
地
は
代
官
・
伊
奈
忠
敬
（
い

な
・
た
だ
ひ
ろ
）、
寛
政
検
地
は
勘
定
奉

行
の
久
世
広
民
（
く
ぜ
・
ひ
ろ
た
み
）
と

記
し
て
い
る
。
な
お
久
世
は
丹
後
守
で
あ

り
「
丹
波
守
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
記
で

あ
ろ
う
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

千
住
掃
部
宿
の
町
役
人
変
遷
も
そ
こ
の

特
徴
あ
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
幕
府
の

公
的
な
郷
村
帳
簿
の
上
で
は
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
千
住
河
原
町
と
千
住
橋
戸
町

は
、
枝
郷
で
あ
っ
て
千
住
掃
部
宿
の
う
ち

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
資

料
が
成
立
す
る
江
戸
後
期
に
は
、
実
態
と

し
て
河
原
町
も
橋
戸
町
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
と
し
て
発
展
し
、
経
済
的
に
も
繁
栄
し

て
い
る
。

　

元
も
と
一
つ
の
町
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

分
離
成
立
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
成
立
経

過
は
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
を
把
握
す

る
た
め
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
【
②
橋
戸
町
記
事
】　

千
住
橋
戸
町
の
役

人
は
掃
部
宿
の
名
主
が
た
び
た
び
兼
帯
し

つ
つ
、
長
左
衛
門
（
前
号
参
照
）
や
伝
右

衛
門
ら
の
役
人
が
勤
め
て
い
る
。

　
【
③
河
原
町
記
事
】　

千
住
河
原
町
も
橋

戸
町
と
同
様
で
、
し
ば
し
ば
掃
部
宿
の
役

人
が
兼
帯
し
つ
つ
、
橋
戸
町
の
長
左
衛
門

や
伝
右
衛
門
が
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年

頃
か
ら
ヨ
シ
ズ
張
り
の
「
前
栽
宿
」（
読

み
＝
せ
ん
ざ
い
じ
ゅ
く
？
）が
成
り
立
ち
、

宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
以
降
、
家
々
が

立
ち
並
ん
で
い
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

千
住
の
青
物
市
場
（
前
栽
市
場
）
は
、

成
立
に
関
し
て
の
文
献
が
少
な
く
、
享
保

二
十
（
一
七
三
五
）
年
の
御
用
市
場
請
書

が
こ
れ
ま
で
最
も
古
く
、「
掃
部
宿
市
場
」

と
し
て
米
穀
、
川
魚
、
前
栽
の
御
用
を
務

め
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
本

資
料
に
よ
っ
て
宝
永
、
宝
暦
な
ど
成
立
期

の
資
料
が
加
わ
っ
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

次
に
諸
役
の
記
述
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

記
述
事
項
と
し
て
の
重
要
度
が
い
ま
ひ
と

つ
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
掃
部
宿

の
役
人
と
し
て
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
【
④
荒
川
見
廻
役
】　

荒
川
の
見
廻
役
と

い
う
役
割
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
余

り
知
ら
れ
い
な
い
。
江
戸
時
代
前
半
の

延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
か
ら
天
和
元

（
一
六
八
一
）
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
み
な
の
で
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

　
【
⑤
問
屋
代
役
】　

千
住
宿
の
宿
駅
機
能

（
馬
継
・
宿
泊
・
書
状
送
達
）
全
体
の
取

り
ま
と
め
役
で
あ
る
問
屋
役
に
関
す
る
事

項
で
、
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
～
宝
永

五
（
一
七
〇
八
）
年
の
間
に
、
代
役
を
務

め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
【
⑥
掃
部
宿
新
家
】　

新
家
（
し
ん
や
）

と
称
す
る
地
名
が
千
住
で
は
五
丁
目
な
ど

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
地
字
名
で
は
な
い

ら
し
く
、
明
確
な
ポ
イ
ン
ト
が
不
明
で
あ

る
。
掃
部
宿
新
家
も
、
他
の
「
新
家
」
と

同
じ
よ
う
に
、
新
た
に
町
並
と
な
っ
た
地

域
を
指
す
名
称
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。
幕
臣
の
坂
尾
幸
宣
に
願
い
出
て
い

る
が
、
の
ち
幕
府
巡
見
使
を
つ
と
め
る
坂

尾
の
当
時
の
役
職
は
未
詳
で
あ
る
。

　

以
上
の
様
に
今
回
分
は
千
住
掃
部
宿
と

河
原
町
、
橋
戸
町
は
江
戸
後
期
か
ら
昭
和

戦
前
ま
で
商
業
的
な
中
心
だ
が
、
そ
の
成

立
過
程
を
う
か
が
え
る
記
述
部
分
で
あ

る
。

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
掃
部
宿
と
河
原
町
、
橋
戸
町

江戸時代後期から明治時代の掃部宿と河原町、橋戸町
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伝
統
と
保
存
の
技
術 

Ⅰ

仏
像
彫
刻
　
渡
邊
宗
雲

　

日
本
の
工
芸
技
術
を
啓
発
・
普
及
す

る
鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
事
業
と
し

て
、
当
館
で
は
、
仏
像
彫
刻
・
渡
邊
宗

雲
氏
、
表
具
師
・
勝
村
真
光
氏
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
を
投
影
し

な
が
ら
、
そ
の
技
術
や
工
程
に
つ
い
て

詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

く
簡
単
で
す
が
、内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

伝
統
工
芸
師
、
渡
邊
宗
雲
氏
は
、
父
で

あ
る
木
彫
師
渡
邊
崇
雲
氏
の
あ
と
を
継

ぎ
、
大
学
の
彫
刻
科
に
進
む
と
と
も
に
、

葛
飾
区
宝
町
に
あ
っ
た
平
櫛
田
中
（
ひ
ら

ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う
）
木
彫
研
究
所
に
通
い

修
行
を
は
じ
め
る
。
学
生
時
代
か
ら
卒
業

後
も
彫
刻
の
先
生
方
に
師
事
し
、
最
後
に

浅
草
の
仏
師
で
あ
っ
た
西
村
房
蔵
先
生
に

師
事
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
仏
像
を
完
成
さ
せ

た
後
独
立
し
た
。

■
大
き
さ
の
割
り
出
し　

仏
像
彫
刻
の
場

合
は
、「
根
則
」
と
い
う
仏
像
の
体
の
各

部
分
の
比
率
が
決
ま
っ
て
お
り
、
中
国
、

高
麗
、
ま
た
日
本
で
も
平
安
期
、
鎌
倉
期
、

江
戸
期
な
ど
時
代
に
よ
っ
て
も
そ
の
比
率

は
異
な
る
。
こ
の
根
則
（
こ
ん
そ
く
）
を

用
い
て
、
制
作
す
る
仏
像
の
実
際
の
大
き

さ
を
割
り
出
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
粘
土

に
よ
り
立
体
的
な
原
型
を
作
る
。
こ
の
段

階
で
完
成
さ
せ
る
仏
像
の
仕
上
が
り
が
明

確
に
な
る
。

■
木
取
り　

仏
像
に
は
檜
・
楠
・
桜
・
白

檀
な
ど
が
使
わ
れ
、木
目
を
考
え
な
が
ら
、

ど
の
位
置
に
ど
の
部
材
を
使
用
す
る
か
木

取
り
を
行
う
。
い
わ
ゆ
る
寄
木
造
り
と
な

る
。
腕
や
手
の
内
側
な
ど
は
、
取
り
外
さ

な
く
て
は
彫
刻
で
き
な
い
た
め
、
寄
木
の

効
果
が
発
揮
で
き
る
。

■
彫
り
と
内
刳
り　

大
き
く
彫
る「
粗
彫
」

の
作
業
か
ら
細
か
い
彫
り
に
入
る
「
小
作

り
」
の
作
業
に
進
む
。
原
型
に
星
取
り
機

（
コ
ン
パ
ス
）
を
あ
て
、
彫
り
の
深
さ
を

測
り
、
そ
の
ま
ま
木
材
に
あ
て
る
こ
と
で

写
し
取
り
彫
刻
し
て
い
く
。

　
「
仕
上
げ
彫
り
」
の
前
に
木
の
内
部
を

削
る
「
内
刳
り
（
う
ち
ぐ
り
）」
を
施
す
。

木
材
の
表
面
と
中
心
部
分
の
乾
燥
の
違
い

に
よ
っ
て
木
に
割
れ
が
入
る
こ
と
を
防

ぎ
、ま
た
仏
像
を
軽
く
す
る
効
果
も
あ
る
。

内
刳
り
の
あ
と
、
腕
や
膝
な
ど
の
寄
木
を

し
っ
か
り
接
着
さ
せ
、
仕
上
げ
の
彫
り
を

行
う
。

■
目
の
仕
上
げ　

仏
像
の
目
に
は
、
彫
っ

て
作
る
彫
眼
と
、
目
を
は
め
込
む
玉
眼
が

あ
る
。
玉
眼
を
入
れ
る
場
合
に
は
、
仏
像

の
頭
か
ら
顎
に
め
が
け
て
鉈
を
入
れ
て
割

り
、
顔
の
内
側
を
彫
っ
て
、
ガ
ラ
ス
の
目

を
内
側
か
ら
は
め
た
あ
と
に
接
着
さ
せ

る
。
割
っ
た
木
は
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
、
彩
色
な
ど
を
施

す
と
全
く
割
れ
目
は
わ
か
ら
な
く
な
る
。

■
彩
色　

彫
刻
の
終
了
し
た
仏
像
は
木
を

そ
の
ま
ま
生
か
し
た
素
地
作
り
の
ほ
か
、

膠
（
に
か
わ
）
で
と
い
た
顔
料
で
す
べ
て

に
加
色
し
た
極
彩
色
、
ま
た
、
金
箔
を
押

し
た
も
の
な
ど
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。

渡
邊
宗
氏
の
言
葉　

仏
像
彫
刻
で
大
切
な

こ
と
は
、
伝
統
的
な
作
り
方
を
熟
知
し
、

き
ま
り
ご
と
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
拝
む

人
の
心
を
写
す
も
の
で
あ
る
。
思
わ
ず
合

掌
し
た
く
な
る
仏
像
を
制
作
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
。

原型と使用する木材

木
材
を
組
ん
で
粗
彫
り
を
始
め
る

粗彫り

本体の内刳りの
様子
ひざの部分も
別に内刳りし
てある。

大
天
狗
の
玉
眼

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•


